
【平成２０年第２回定例会提案理由説明】　　　　　平成２０年６月３日　
ただいま、全国市議会議長会表彰並びに北信越市議会議長会表彰を受賞されました９名の議員さんには、心よりお祝いを申し上げます。今後とも、ご健勝でご活躍されますことを心よりお祈り申し上げます。　
本日、ここに平成２０年第２回市議会定例会が開会されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました諸議案につきまして、その大要をご説明申し上げます。
　まず、私事になりますが、この度、足の治療のため入院し、市民の皆様に大変な　　　ご心配とご迷惑をおかけいたしましたことに対し、心からおわび申し上げます。
                         　
　はじめに、先月、ミャンマーでは、大型サイクロンの直撃により、また、中国四川省では、大地震により、広範囲にわたり甚大な被害がもたらされたことから、国、県などからの要請に応え、本市においては、本庁及び支所の窓口に義援金箱を設置するとともに、中国の被災地へ救援物資を提供することとしており、両国の一日も早い復興をお祈り申し上げる次第であります。
　なお、震災直後に、親善友好都市の溧陽市へ、お見舞いのメッセージを届けましたところ、被害を受けていない旨の連絡を受け、安堵しているところであります。
　国では、今回の四川大地震による学校の倒壊などで、多くの犠牲者を出したことを重く受けとめ、国民の安心と安全を確保するため、公立小中学校施設の耐震化事業を急ぐ方針を固めたところであります。本市では、本年度、新たに北陽小学校、鳥越小学校の２校について耐震診断調査を実施し、その結果をもとに耐震補強工事を実施するものであり、今後、計画的に学校施設の改築、耐震化を進めていくことといたしております。
　次に、８月、中国で開催される北京オリンピックの男子柔道７３キロ級競技に、　　本市出身の金丸雄介選手が、日本代表として決定したところであり、個人競技では、８年前のシドニーオリンピックのトランポリン競技に出場した中田大輔選手に次ぐ　快挙であります。金丸選手の代表決定をお祝いし、市をあげて応援するとともに、　　金メダル獲得を目指して、活躍することを期待するものであります。
　
次に、長寿医療制度についてであります。
　本年４月より、７５歳以上の高齢者を対象に、長寿医療制度がスタートいたしました。この制度につきましては、旧制度と比較して負担額の違いや、年金からの保険料天引きなど、制度内容について周知・広報活動が不十分であったため、多くの皆様に戸惑いやご心配などをおかけすることになりました。
　来月には、加入者全員に保険料の確定額を通知するとともに、新しい保険証を送付することから、合わせて、制度内容を説明するパンフレットを同封し、再度、皆様の理解が深められるよう努力することといたしております。
　また、高齢者の方からの問い合わせに対しては、ていねいでわかりやすく説明するほか、「まちかど市民講座」などを通じて、制度の周知と一層の理解に努めることといたしております。
　次に、地域産業の振興についてであります。
　立地企業による工場の早期稼働は、石油類や原材料等の価格が高騰し、将来の景気動向に不透明感が増す中で、地元雇用の増加をはじめとして、地域経済に大きく寄与するものであります。こうしたことから、現在、整備を進めております新北部工業団地につきましては、来月より分譲を開始することとし、立地条件の優位さを活かした営業、販売活動を行い、積極的な企業誘致を図ることといたしております。
　また、先月には、市や農家、消費者、関係団体が連携し、経営感覚に優れた農家の育成と安心・安全な食を提供する流通システムの確立及び地域特産物の創出を目指す「たくましい農家を育てる会」が発足したところであります。こうした状況を踏まえ、ＪＡ松任が中心となり、健康・美容食として消費者からも好まれている紫黒米の試験栽培に取り組み、将来の特産化を目指し、栽培技術や活用方策など調査研究を行うことといたしております。
　次に、北陸新幹線の整備状況についてであります。
　市内の本線部分につきましては、現在、横江町、番匠町及び五歩市町地内において埋蔵文化財調査を行っていることから、来月上旬から中旬にかけて具体的な工事内容について市議会及び地元へ説明を行うことといたしております。なお、工事の着手は、調査終了後の１０月以降となります。
　また、白山総合車両基地につきましては、今月より、基地の構造や道路・水路の　　　付け替え等について、地元と詳細な協議を進め、秋頃を目途に事業に必要な用地を　　確定することとしており、鉄道・運輸機構、及び県と連携しながら、地権者のご理解のもと、用地の取得を進めてまいりたいと考えております。
　次に、都市公園の整備についてであります。
松任総合運動公園の整備につきましては、利用者の利便性の向上を図るため、多目的運動広場の人工芝整備やトイレのバリアフリー化など、施設を一部改修することとしており、整備後においては、競技スポーツ、健康や体力づくり、レクリエーションなど多様な活用が図られ、市民生活がより充実することを期待いたしております。
　次に、白嶺小中学校についてであります。
　本年４月に開校した、白嶺小中学校につきましては、校舎及び屋内体育館の工事が順調に進捗し、７月下旬には完成することから、２学期より木の香りがする新校舎での生活が始まることとなります。引き続き整備される屋内プール、屋外運動場については、１１月までに完成することとなっており、児童・生徒の皆さんが、明るく楽しい学校生活を通して、ふるさとに誇りを持つとともに、感性豊かで健やかに成長することを心から願うものであります。
　次に、市民が主体のまちづくりについてであります。
　地域の個性を生かしたまちづくりを主体的に進めていくための、基本ルールとなる自治基本条例の制定につきましては、自分たちが住むまちの将来像を自ら描くことを目的に、市民委員会において、真剣かつ活発な議論を行い、条例の骨子となる事項の提言をいただいたところであります。今後、この提言を尊重するとともに、市民や市議会の皆様からご意見をいただきながら策定作業を進めてまいることにいたしております。
　さらに、まちづくりの基本的な理念や市民協働の規範となる「市民憲章」及び　　　子どもたちが、健やかに成長するために自ら発案し、主体となって創る「こども憲章」をそれぞれ策定することとし、１１月３日にあわせて、公表することにいたしております。            
　次に、平成１９年度決算につきましては、去る５月３１日をもって出納を閉鎖し、現在、係数の整理中であります。一般会計の歳入においては、市税、国県支出金、　　　地方交付税等が確定する一方、歳出においては、各種事務事業の効率的な執行に鋭意努力した結果、実質収支は、約７億円を見込んでおり、平成２０年度に引き継ぐものであります。また、特別会計については、観光事業特別会計を除き、おおむね健全財政を堅持できる見通しとなっております。
　なお、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成１９年度決算から、特別会計等を含めた連結決算や公社、第３セクター等を含めた将来負担等に係る４つの指標を議会に報告し公表することとなっております。この公表は、議会及び住民が一層のチェック機能を果たすべく開かれた自治体を目指すものであり、極めて意義のあることと考えております。今後とも、厳しい財政状況を踏まえ、　　　行財政改革を強力に推進し、創意工夫を凝らした行政サービスを提供し、市民が　　「住んでよかった、合併してよかった」と心から幸せを実感できる、市政の運営に　　努めていく所存であります。
　それでは、提案しました諸議案について、ご説明申し上げます。
　提出案件は、補正予算案２件、条例案９件、事件処分案２件、専決処分の承認
１５件、報告案件６件の計３４件となっております。
　
　はじめに、議案第７１号及び第７２号の平成２０年度補正予算についてであります。
　まず、一般会計につきましては、先ほど申し上げました、松任総合運動公園等の　　整備に係る工事費及び林道白尾１号線の災害復旧工事費並びに中宮温泉スキー場の　休止に伴う地元組合への補償費など、合わせて２億５４１万１，０００円を増額補正するものであります。
　また、観光事業特別会計につきましては、一里野温泉スキー場内にあるセンター　　ハウスの修繕費として２８７万７，０００円を増額補正するものであります。
　次に、議案第７３号から第８１号までの条例案について、その主なものについて、ご説明申し上げます。　
　「白山市民温泉条例の一部を改正する条例」、「白山市観光宿泊施設条例の一部を改正する条例」及び「白山市交流研修施設条例の一部を改正する条例」につきましては、本年４月からの公衆浴場料金の値上げに伴い、施設の入浴料金を改定するものであります。
　「白山市子育て支援医療給付金支給条例及び白山市ひとり親家庭等医療給付金支給条例の一部を改正する条例」につきましては、診療報酬の算定方法の改正に伴い、関係規定について所要の改正を行うものであります。
　次に、議案第８２号及び第８３号の事件処分案について、ご説明申し上げます。
　石川県市町村職員退職手当組合規約の変更につきましては、組合を組織する「白山石川医療施設組合」が「白山石川医療企業団」に名称が変更されたことによるものであり、市道路線の認定につきましては、福留町地内における開発行為の完成に伴う認定について、それぞれ議会の議決を求めるものであります。
　次に、議案第８４号から第９８号までの専決処分の承認ついて、その主なものに　　ついて、ご説明申し上げます。
　平成１９年度の一般会計補正予算につきましては、財団法人白山市地域振興公社への経営支援、市債額の確定、特別会計への繰出金の調整及び財源調整などにより、　　合わせて５億１，０２７万３，０００円の減額補正を行ったものであります。
　次に、国民健康保険特別会計につきましては、療養給付費などの確定に伴い、また、老人保健特別会計につきましては、医療給付費などの確定に伴い、それぞれ減額補正を行ったものであります。
　また、簡易水道事業特別会計ほか４特別会計につきましては、それぞれ事業費の　　確定に伴う減額補正及び財源振替を行ったものであります。　
　なお、宅地造成事業特別会計につきましては、土地売払収入の減額に伴い、　　　　一般会計繰入金による財源振替を行ったものであります。
　平成２０年度の老人保健特別会計につきましては、平成１９年度の国庫支出金等の不足額が、平成２０年度に精算交付されることになったことに伴い、繰上充用を行ったものであります。
　白山比咩神社御鎮座２１００年式年大祭奉賛会損害賠償請求控訴事件に係る訴えの提起につきましては、祝辞行為が、地元市長としての通常業務であり、かつ社会的儀礼の範囲内であること、また、本判決を受け入れることは、全国自治体に与える影響が非常に大きいことなどを勘案のうえ、最高裁判所の判断を仰ぐこととし、上告したのでその承認を求めるものであります。
　次に、報告第１号から第６号までの報告案件について、ご説明申し上げます。
　平成１９年度の一般会計繰越明許費繰越計算書につきましては、北陸新幹線建設　事業費ほか１１事業について、一般会計事故繰越し計算書につきましては、　　　　　コミュニティ広場整備事業費について、介護保険特別会計につきましては、地域介護・福祉空間整備事業費について、下水道事業特別会計につきましては、流域及び公共下水道事業費について、それぞれ議会に報告するものであります。
　また、白山市土地開発公社及び財団法人白山市地域振興公社の平成１９年度経営　状況につきましては、地方自治法の定めにより、それぞれ議会に報告するものであります。
　以上をもちまして、今期定例会に提出いたしました議案の説明を終わりますが、　　何卒慎重にご審議の上、適切なるご決議を賜りますようお願いいたします。
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